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照らせば，有明海沿岸低平地域における完新統の摩擦性

は高鋭敏性・高圧縮性を有するにも関わらず高い 3)こと

が再認識される． 

4. 限界状態の応力比Μに関する検討 柴は，カムクレ

イモデルの降伏関数・塑性ポテンシャル関数における内

部摩擦角の影響について次のように指摘している 3)．す

なわち，（σ’ a＋σ’ r）／2～（σ’ a－σ’ r）／2 関係におい

て，内部摩擦角が小さく評価される場合（Μcamq）から大

きく評価される場合（Μcam0）にかけてせん断ひずみおよ

び体積ひずみの比が小さくなる．結果として，沈下量の

予測に際し，前者は後者に比べて側方変位を過大評価す

る．図-3(a),(b)に，本検討に供した粘性土から得られた

モール・クーロンの破壊基準および有効応力経路の一例

を示す．図-4 に，各Μを比較した結果を示す．同図より，

ΜcamqとΜmorは，理論上は 1：1 の関係にあると考えられ

るが，実際には 1.2：1 と前者の値が後者に比べて若干高

く得られている傾向がうかがえる．同様に，Μcam0との間については 1.5：1 の関係が得られることから，内部摩擦

角の求め方次第で異なる値が得られることに注意が必要になると考えられる． 

5. おわりに 本報で得られた知見を要約すると，次のとおりである：1) sinφ’と塑性指数 Ipの関係から，有明海

沿岸低平地域の完新統は高鋭敏性・高圧縮性を有するにも関わらず，高摩擦性であることが再認識された；2) 有

効応力経路およびモール・クーロンの破壊基準から求められる内部摩擦角の値は異なり，さらに有効応力経路に

基づく内部摩擦角の求め方の違いによっても同値は異なる．本報における検討では，前者の場合 1.2：1，後者の

場合 1.5：1 の関係を得た． 
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図-3(a) モール・クーロンの破壊包絡線の場合のφ’

0 100 200 300 400
0

100

200

300

400

σ(kN/m2)

τ
(k

N
/m

2 )

φ'=24°

φ=11°

c=23.5
c'=17.5

0 100 200 300
0

100

200

300

(σa'+σr')/2

(σ
a'-
σ

r')
/2

1

sin(φ')=0.7,φ'=34.6°
1

sin(φ')=0.53,φ'=27.8°

図-3(b) 有効応力経路の場合のφ’ 
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